
【
学
校
教
育
目
標
】

○
自
ら
考
え
進
ん
で
学
習
す
る
子

○
思
い
や
り
の
心
で
行
動
す
る
子

天
気
に
も
恵
ま
れ
て
、
幼

○
進
ん
で
は
た
ら
き

稚
園

・
一
年

・
二
年
が

一
緒

最
後
ま
で
や
り
ぬ
く
子

で
、
三
年

・
四
年
と
五
年

・

○
進
ん
で
体
を
鍛
え
る
子

六
年
の
三
班
で
海
洋
博
公
園

へ
向
け
出
発
し
ま
し
た
。
楽

し
そ
う
な
様
子
を
写
真
で
紹

四
月
二
七
日

（
金
）

介
し
ま
す
。

の
朝
、
全
校
児
童

で

「
鯉
登
り
集
会
」
を

持
ち
ま
し
た
。
児
童

会
役
員
が
中
心
と
な

【
鯉
の
ぼ
り
】
と
は

-
>

り
、
鯉
に
ま

つ
わ
る

池
に
潜
む
鯉
は
、
時

四
月
二
○
日

（
金
）
三
校
時
目
に
、
「
不
審
者
侵
入

ク
イ
ズ
等
も
考
え
て

が
く
れ
ば
滝
を
登
り
、

避
難
訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
子
供
達
の
知
ら
な
い
、

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

天
か
け
る
竜
と
な
る
。

本
格
的
な
不
審
者
が
侵
入
し
て
き
ま
し
た
。
か
な
り
、

鯉
た
ち
が

元
気
よ
く

中
国
の
諺

（
こ
と
わ
ざ
）

現
実
的
で
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
不
審
者
で
し
た
。
校
門

上
小

の
空
を
泳
ぎ
出

の
中
に

「
登
竜
門
」
と

か
ら
入
り
、
玄
関
を
通

っ
て
、

二
階
の
六
年
生
の
教
室

し
ま
し
た
。

言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

に
侵
入
し
よ
う
と
暴
れ
出
す
設
定
で
す
。
六
年
担
任
の

そ

の
諺
に
は
、
数
々
の

恵
里
奈
先
生
は
、
必
死
に
子
供
達
を
逃
が
し
、
そ
の
間

難
関
を
乗
り
越
え
、
立

に
男
子
職
員
が

三
人
で
く
い
止
め
、
警
察
の
来
校
を
待

身
出
世

の
意
味
が
あ
り

ち
ま
す
。
本
当
に
恐
い
、
迫
真
の
演
技
で
し
た
。

ま
す
。
日
本

の

「
鯉

の

ぼ
り
」
も
、
子
供
の
日

に

「
鯉
を

上
げ

」
、

子

供
達
の
、
健
康
と
成
長
、

立
身
出
世
を
願

っ
て
い

る
の
で
す
ね
。
で
も
、

少
し
ず

つ
、
お
父
さ
ん

鯉
、
お
母
さ
ん
鯉
、
子

供
達
鯉
と
家
族

の
幸
せ

に
変
わ

っ
て
来
て
ま
す
。
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